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要約 脂肪交雑ナンバー (BeefMabling Standard number，以下BMSナンバーと略す)判定の際，頭

半椋筋および背半赫筋の脂肪交雑程度が，補助的情報として利用されている.それらの情報を利用する

ことが，画像解析による BMSナンバー推定の精度に対する影響を検討した. BMSナンバーを持つ 99

頭の枝肉横断面の写真を用い，胸最長筋(胸)，頭半耕筋(頭)および背半椋筋(背)に占める脂肪交雑

の面積比，それぞれの筋肉において，脂肪交雑粒子面積を 5つの階層に区分し，算出した粒子面積およ

び形状係数の平均ならびに標準偏差，胸最長筋を 4，9， 25および 100の小領域に分割したそれぞれの領

域における脂肪面積比の標準偏差を，画像解析形質として算出した.BMSナンバーと各筋肉における脂

肪面積比との相関係数は 0.70(胸)， 0.38 (頭)， 0.39 (背)であった.胸最長筋のみの情報を利用した場

合，格付の差(推定BMS 格付員による BMS)が土Oおよび:t1以内であった割合は，それぞれ 52.5，

96.0%であったのに対し，頭および背半腕筋の情報を利用した場合， 64.6， 96.0%となった.

わが国で取り引きされている牛枝肉は， (社)日本食肉

格付協会の格付員によって評価されている.セリが開催

されていない食肉センタ一等においては，主要市場の等

級別の価格が取引の基準とされ，格付結果が枝肉価格に

直接的に反映される.また，セリが開催されている市場

等であっても，格付結果がセリの指値決定要因とされて

いるなど，格付は経済的に重要な意味を持っている.さ

らに，格付業務は低温冷蔵庫における長時間作業である

ため，格付員にとってその労働条件は厳しいものとなっ

ている. したがって，人間の視覚のみに頼らない，客観

的な牛枝肉格付を実現する自動化システムの構築が，将

来の課題として期待されている.

Kuchidaら4)は，画像解析により得られたロース芯に

占める脂肪交雑の面積割合(以下，脂肪面積比)や脂肪

交雑の粗さならびに形状，脂肪交雑の配置バランスを総

合的に考慮し， BMSナンバーを推定する方法を報告し

た.また，白仁田ら9)は枝肉断面画像に対するテクス

チャ解析により BMSナンバーを推定している.それら

のBMSナンバー推定精度は高いものであるが，実際の

格付に用いるには，さらなる改良が必要と考えられてい
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る.

脂肪交雑の判定は，牛脂肪交雑基準を基に，主として

胸最長筋における脂肪交雑の程度を対象として実施され

ているが，頭半赫筋ならびに背半赫筋における脂肪交雑

の程度も併せて考慮に入れている6) これまでの画像解

析による BMSナンバーの推定において，頭および背半

赫筋の脂肪交雑の程度を考慮した報告はない.本研究で

は，胸最長筋に対する画像解析の他に，頭および背半腕

筋の脂肪交雑程度を画像解析により数値化し， BMSナ

ンバー推定の際に，それらを補助的情報とした場合の推

定精度について，検討することを目的とした.

材料および方法

材料として(社)日本食肉格付協会の格付員により評価

された BMSナンバーを持つ黒毛和種去勢牛について，

第 6-7肋骨間で切開したロース芯断面の写真を用いた

(図1).写真撮影は， OOCに設定された枝肉用冷議庫内

で，枝肉断面に対して鉛直方向より，一眼レフカメラを

用いて行った.なお，撮影は，格付終了後， 1時間以内に

実施した.得られた写真をプリントし，カラーイメージ
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Marbling level of M. semispinalis capitis (SC) and M. semispinalis dorsi (SD) are used as supplementary information 

in the Beef Marbling Standard (BMS) number judgment. The effectiveness of the use of these information to predict the 

BMS number by the image analysis was examined. Images of 99 carcass cross sections with BMS number were used. 

The fat area ratio on M. longissimus dorsi (LD)， SC and SD was calculated as an image analysis trait. Similarly， means 

and standard deviations of the area and of the form score for marbling particles classified into 5 levels， and standard 

deviations of marbling perc巴ntagesin small areas which were obtained by dividing the ribeye into 4， 9， 25， and 100 

partitions were calculated by image analysis. The correlation coe伍cientamong BMS number and the fat area ratio of 

each muscle were 0.76 (LD)， 0.38 (SC) and 0.39 (SD). Percentages of the judgment differenc巴 (predictedBMS 

number-BMS number assigned by grader) within士Oand土1without consideration of th巴informationfrom SC and SD 

muscles were 52.5 and 96.0%， respectively. Whil巴， percentages of the judgment difference within士oand士1taking 
into consideration the information from SC and SD muscles were 64.6 and 96.0%， respectively. 
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